
小山城南中ブロック「学習のやくそく」学年別指導のめやす

Ａ～旭小 Ｂ～小山城南小 Ｃ～小山城南中

項目 内 容
学 年

１ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３

発

表

・

話

合

い

の

し

か

た

発

言

の

時

聞

く

時

ＡＢ ・左手（鉛筆を持たない方）をななめ上に挙げる。

Ｃ ・発言する時は挙手をする。

Ｂ ・ハンドサインを使うようにする。（担任の先生の指導に応じて）

ＡＢＣ・指名されたら、「はい」と大きな声で返事をする。

ＡＢＣ・言葉の終わりには、「です」「ます」を使い、最後まではっきりと話す。

ＡＢ ・「声のものさし３（大きくはっきり）」で話す。

０
話や放送を聞くとき

自習の時

１ 二人で話す声

２ グループで話し合う声

３
発表の声（クラス）

音読の声

Ｃ ・場に応じて声の大きさを考えて話す。

ＡＢ ・「発表のしかた」の言葉を参考にして発表する。

（学年・学級の実態に応じて使用）

意見
はい。（ぼく わたし）は、～です。

～だと思いますが、みなさんはどう思いますか。

同じ ○○（くん さん）と同じです。それは、～だからです。

つけ

たし

○○（くん さん）につけたします。～です。

そのわけは、～だからです。

反対
○○（くん さん）とちがって、～だと思います。

それは、～だからです。

質問

○○（くん さん）に質問します。～がよくわかりませんので、

もう一度お願いします。

～とは、どういうことですか。

Ｃ ・自分の考えを場に応じた方法で発表する。

ＡＢＣ・私語をせず集中して聞く。

ＡＢＣ・自分の考えと比べながら聞く。

サイン 下学年 上学年

・さんせい

・おなじ

・賛成

・同じ

・はんたい ・反対

・つけたし ・つけたし

・いけん

・しつもん

・意見

・質問

◎

○

◎

◎

◎

○

◎

◎

◎

○ ○ ◎

◎

◎

◎



話

合

い

の

時

ＡＢＣ・クラス全員が話合いに参加する。

ＡＢＣ・相手の話す内容を聞きながら、自分の考えをまとめる。

ＡＢＣ・友達の意見に対して、問題点や疑問点があった場合は、メモしておい

て発表する。

ＡＢＣ・場合によっては、ＡさんからＢさん、ＢさんからＣさんへと指名し合

う。

ＡＢＣ・グループで話し合いを進める。

◎

○

○

○

○

◎

○

○

○

○

○

◎

○

○

◎

◎

ノ

｜

ト

の

使

い

方

書
く
時

準
備

ＡＢＣ・単元名は、新単元になったとき、書くようにする。

ＡＢＣ・本時のめあてを書いた文を赤ペン(赤鉛筆等)で囲む。

ＡＢ ・本時のまとめを書いた文を赤ペン(赤鉛筆等)で囲む。

ＡＢ ・下敷きを入れて書く。

ＡＢＣ・板書だけでなく自分の考え等工夫して書く。

ＡＢＣ・速く、ていねいに書く。

ＡＢＣ・使うノートは、学年始めに決められたものを使うようにする。

使い終わったら切り替えていく。

○

◎

◎

◎

○

◎

◎

○ ○ ○ ◎

○ ○ ◎

学

習

が

始

ま

る

前

の

準

備

学

習

の

準

備

ＡＢＣ・学用品には、すべて名前を記入する。

ＡＢＣ・次の時間の本やノートは、休み時間に用意しておく。（または、担任の

指示による。）

ＡＢ・始まる時間になったら席について静かに待つ。（自習している。）

Ｃ ・３分前入室、１分前着席、チャイム起立をする。

◎

◎

◎

○ ◎

机

の

上

の

用

具

の

準

備

ＡＢＣ 机

※左利きの者は反対側

ＡＢ ・鉛筆は、２Ｂ，Ｂ，ＨＢを使う。

ＡＢ ・用具の点検は、毎日行う。

ＡＢ ・鉛筆は、毎日５～６本ずつよく削っておく。

◎

◎

◎

◎

姿

勢

聞

く

時

書

く

時

立

つ

時

本

を

読

む

時

ＡＢＣ・背すじをまっすぐにのばし、話し手の顔を見て聞く。

ＡＢＣ・椅子に深くかける。左手は、ノートの左側に置き、目とノートは３０

ｃｍくらいはなす。

Ｂ ・いすを後ろにひいて、そのまま立つ。

ＡＣ ・始業時、終業時のあいさつは、いすを机の中に入れて立つ。

ＡＢＣ・教科書を立て、左右の下の方を両手でしっかり持ち、本は目から３０

ｃｍ位はなす。

（メモをする場合は、机上に置いたまま）

◎

◎

◎

◎

◎

筆入れ・定規・消しゴム

筆入れ・定規・消しゴム

ノ 下

｜ じ

ト き

教

科

書


